
1989年出上の木簡

奈
良
・
飛
驀
京
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
県
高
市
郡
明
日
香
村
岡

２
　
調
査
期
間
　
　
第

一
〇
四
次
調
査
　
一
九
八
五
年

（昭
６０
と
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所

４
　
調
査
担
当
者
　
亀
田
　
博

５
　
遺
跡
の
種
類
　
宮
殿
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
七
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

飛
鳥
京
跡
は
明
日
香
村
岡
に
所
在
す
る
七
世
紀
の
複
数
の
官
跡
か
ら
な
る
遺

跡
で
、　
一
九
六
〇
年
度
以
来
発
掘
調
査
が
継
続
的
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。
遺
構

は

「上
層
遺
構
」
「下
層
遺
構
」

に
区
分
で
き
る
が
、
下
層
遺
構

は
部
分
的
に
遺
構
が
検
出
さ
れ

て
い
る
だ
け
で
規
模

・
構
造
は

明
ら
か
に
な

っ
て
い
な
い
。
上

層
遺
構
は

「内
郭
」

「
エ
ビ
ノ

卿　
コ郭
」
と
呼
ん
で
い
る
長
方
形

皓

の
区
画
と
そ
れ
を
取
り
囲
む

「東
外
郭
」
遺
構
な
ど
か
ら
な

っ
て
い
る
。

第

一
〇
四
次
調
査
は
工
場
改
築
に
伴
う
事
前
調
査
と
し
て
実
施
し
た
も
の
で
、

面
積

・
期
間
の
制
約
が
あ

っ
た
た
め
僅
か

一
六
ポ
を
調
査
し
た
に
す
ぎ
な
い
。

調
査
地
は
第
四
七
次
、
第
五

一
次
、
第
六
六
次
調
査
で
検
出
し
た
東
外
郭
遺
構

の
延
長
上
に
あ
り
外
郭
大
濤

（ｓ
Ｄ
七
四
一
〇
）
と
土
坑
が
検
出
さ
れ
た
。
検
出

し
た
大
濤
は
地
山
で
あ
る
軟
弱
な
岩
盤
を
浅
く
掘
り
窪
め
て
玉
石
を
積
み
上
げ

て
構
築
さ
れ
て
い
た
。
溝
は
幅

一
。
二
ｍ
、
深
さ
○

・
五
ｍ
で
あ
る
が
、
底
石

は
敷
か
れ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
溝
の
東
側
に
は
、
溝
側
石
の
高
さ
の
レ
ベ
ル

で
黄
裾
色
の
山
土
状
の
上
層
が
あ

っ
た
。
こ
の
土
層
を
取
り
除
き
掘
り
下
げ
た

と
こ
ろ
、
精
円
形

（南
北
一
・
四
ｍ
、
東
西
○
・
五
二
ｍ
の
大
き
さ
）
に
固
ま
っ
た

遺
物
を
検
出
し
た
。
木
片

・
木
簡
削
暦

・
木
葉
等
が
圧
縮
さ
れ

一
塊
と
な

っ
た

も
の
で
、
そ
の
周
辺
部
は
僅
か
に
立
ち
あ
が
り
、
土
坑
の
底
部
に
遺
物
が
堆
積

し
た
状
況
を
見
せ
て
い
た
。
こ
の
上
坑
は
直
接
、
大
溝
と
重
な
ら
ず
、
ま
た
ト

レ
ン
チ
の
壁
に
か
か
ら
な
か
っ
た
か
ら
、
遺
構
の
層
位
的
な
位
置
を
明
確
に
示

す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
大
溝
を
検
出
し
た
面
か
ら
は
土
坑
は
見
え
ず
、
東
側

を
掘
り
下
げ
て
初
め
て
検
出
で
き
た
の
で
、
大
溝
が
完
成
し
そ
の
周
辺
が
整
地

さ
れ
る
以
前
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

土
坑
か
ら

一
〇
八
二
点
の
木
簡
削
暦
、
木
材
加
工
片
、
木
葉
、
桃

・
瓜
な
ど

の
種
子
が
出
土
し
た
。
出
土
状
況
か
ら
見
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
遺
物
は
長
期
間
に

わ
た
り
投
棄
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、　
一
時
に

一
括
し
て
捨
て
ら
れ
た
も
の
と

見
ら
れ
る
。
木
簡
削
層
と
木
材
加
工
片
は
当
初
か
ら
混
在
し
て
い
た
。



東
外
郭
遺
構
は
上
層
遺
構
の
東
側
を
画
す
る
遺
構
群
で
、
大
溝
は
そ
の
最
も

東
側
に
あ
る
か
ら
、
こ
の
大
溝
の
東
側
に
作
ら
れ
た
土
坑
は
宮
域
の
外
に
あ

っ

た
こ
と
に
な
る
。
官
域
内
で
生
じ
た
ゴ
ミ
が

一
括
し
て
官
域
外
に
持
ち
運
ば
れ

埋
め
ら
れ
た
も
の
と
見
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

８
　
木
衝
の
釈
文

。
内
容

飛
鳥
京
跡
第

一
〇
四
次
調
査
に
お
い
て
、
東
外
郭
大
溝
ｓ
Ｄ
七
四

一
〇
の
東

判
を
掘
チ
下
げ
た
と
こ
ろ
、
土
坑
状
遺
構
が
検
出
さ
れ
、
圧
縮
さ
れ
て

一
塊
と

な

っ
た
木
暦
類
が

一
括
し
て
出
土
し
た
。
大
量
の
木
暦
類
の
洗
浄
中
に
、
木
簡

や
木
簡
削
暦
の
合
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
、
最
終
的
に
は

一
〇
八
二
点
に

達
し
た
（削
暦
の
洗
浄
や
整
理
は
、
佐
藤
純
子
氏
の
努
力
に
負
う
所
が
大
き
い
）。

ほ
と
ん
ど
全
て
が
小
さ
な
削
暦
で
あ
る
。
当
時
、
橿
原
考
古
学
研
究
所
所
長

の
岸
俊
甥
氏
、
発
掘
担
当
の
亀
田
博
氏
、
和
田
の
三
人
で
解
読
を
進
め
た
が
、

諸
般
の
事
情
で
報
告
書
の
刊
行
が
遅
れ
て
い
る
。
目
下
、
報
告
書
の
準
備
を
進

め
て
い
る
の
で
、
今
回
の
報
告
は
、
当
時
、
公
表
さ
れ
た
削
暦
で
内
容
の
注
目

さ
れ
る
も
の
に
と
ど
め
た
。　
な
お

『
木
簡
研
究
』
で
は
、　
原
則
と
し
て
削
暦

（〇
九
一
型
式
）
の
法
量
は
記
さ
な
い
が
、
参
考
ま
で
に
最
大
長
と
最
大
幅
を
注

記
し
て
お
く
。
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史
友
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⑥
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⑦
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大
友
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岳

３
ド

伴
出
遺
物
の
年
代
か
ら
、
い
の
辛
巳
年
は
天
武

一
〇
年

全
ハ
八
３

と
み
て
間

違
い
な
い
。

「幸
巳
年
」
と
記
す
削
暦
は
他
に
四
点
あ
る
。　
こ
れ
ま
で
飛
舟
京

跡
で
は
、
第

一
〇
次
、
第
五

一
次
、で
も
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
が
、
年
紀
を
記

す
も
の
は
初
め
て
で
あ
る
。　
ま
た

「関
月
」

「関
」
と
記
す
も
の
が
数
点
あ
り
、

天
武

一
〇
年
は
七
月
が
閏
月
で
あ
る
。

②
③
の
大
乙
下

。
小
乙
下
は
、
大
化
五
年
二
月
か
ら
天
武

一
四
年
正
月
ま
で

の
間
に
施
行
さ
れ
た
冠
位
で
あ
る
。
④
は
天
武
天
皇
の
皇
子
で
あ
る
大
津
皇
子

で
、
ほ
か
に
も

「大
津
皇
子
」
と
記
す
も
の
が
数
点
あ
る
。
③
に
み
え
る
阿
直

史
は
、
天
武

一
二
年

一
〇
月
に
連
の
姓
を
賜
わ

っ
て
い
る
。一
応
神
朝
に
渡
来
し

た
阿
直
岐
が
阿
直
岐
史
の
始
祖
で

（応
神
紀
一
五
年
八
月
条
）、
『
古
事
記
』
応
神

段
に
も
阿
知
吉
師
を
阿
直
史
等
の
祖
と
す
る
。
０
の
ほ
か
に
、
阿
直
史
友
足
を

さ
す
か
と
思
わ
れ
る

「友
」
の
習
書
が
六
、
七
点
存
在
す
る
。　
　
　
一

⑪
ｉ
Ｏ
に
よ
り
、
今
回
出
上
し
た
削
婿
は
、
天
武

一
〇
年
か
、
そ
の
直
後
に



1989年出上の木簡

一
括
し
て
投
棄
さ
れ
た
可
能
性
が
大
き
い
。
天
武

一

よ
び
上
古
諸
事
の
記
定
作
業
が
開
始
さ
れ
て
お
り
、

の
内
容
と
の
関
連
が
注
目
さ
れ
よ
う
。

〇
年
三
月
か
ら
、
帝
紀
お

第

一
〇
四
次
出
上
の
削
暦

⌒蜘２７
和 亀
田 田

華 博


